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▼ 「散文は歩行,韻文は舞踏」 -本書を読んでいて,ゆくりなくもポール・ヴァレリーのこ
の有名な言兼を思い起こした。
目的地の決まっている歩行はそこへ辿りつくのが目的であって,歩みの姿は問わないとヴァレ
リーはいう。一方辿りつくべきE]的地のない舞踏は歩みそのものがEl的化され,問われるのは舞
姿の美しきだO　だからといって,歩行は歩み方不問というわけではない。目的地には最短距離で
到達し,かつ歩みの姿は背筋が伸びた現爽と俊敏が好ましい。
街学趣味のカタカナがちりばめられ.もってまわった言い回しの目立つ書籍が多い昨今,本番
は旅行企画の基本と重要性をまっすぐかつ明快明断に叙述する。散文の理想の文体だ。
例えば,次のような歯切れのよさだ。
「新しい知見に敏感に反応できる『感性j　に乏しい人,こういうタイプは旅行企画者にはなり
にくいだろう」
「宣伝文旬につられて　F行った,見た,帰った, 2度と行かない』という客は意外に多いo売
りやすければいいという南米4泊5日など,一種のダマシであろう」
「新しい企画へのチャレンジはなされず, (旅行会社の担当者は)旧態依然の『売れ筋』とやら
にしがみついて離れない」
「まるでスーパーのチラシであるO　新聞広告に掲載されているツアー価格は,その下4ケタは
ほとんどが9,800という数字になっているO (中略)このような価格付けを"98症候群M　とい
う」
▼本書はもともと,旅行商品の企画担当者向けに業界誌に連載されたものであるo
旅行会社に就職希望する若者の多くが企画担当を志すものの,仕事の中身が漠然としていた
り,担当になっても期待通りの仕事ではなかったりする配船を改めたいと考えたためだC
そうした思いから著者はまず.企画担当に求められる資質や教養,読むべき本などの紹介から
書き始める。当然のことながら,一方では旅行企画や販売促進実務に長年携わってきた著者とし
て改めて業界実態をふり返ることとなる。書きすすめるうち,業界の現状に対する憂いと憤りと
が強くなってくる。
新しい商品企画を求めて各地を走り回るはずの企画担当者が,いわゆる「売れ筋」に束縛さ
れ.安売り競争に巻き込まれて植付け合戦に血道をあげたり,パンフレットの価格校正に夜を徹
したりというのが現状だ。楽しかるべき旅行企画がその働きがいを失い,大きく軌道を外れてし
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まっているo
その意味では.本書は旅行企画を志す若者向けの啓蒙古.入門者であると同時に,現Fの旅行
業に対する経営批判にもなっている。
▼ふり返ってみると,海外旅行の自由化(1964年)以来,業界は-.数の呪縛'.に取りつかれ
てきたといっていい。
取扱高,取扱人貝,出凶者数に対するシェア- (自社の嫡取り率) -営業も経営もすべてが
速の追求に終始してきた0 70年代以降は高度経済成長のただ中であったからそれなりの収益も
自ずからついてきたo
Lかしそれから40年余.時代も消費者意識も激変した　　から質への転換である。
ところが需要が変質したのに供給側が変わっていない。業界は意識も商品も量販という教の呪
縛からまるで自由になっていないo
とりわけ大手が依然として売上げ至上主義で,結果ますます収益性は赦しくなっている.放合
相手より千円安い商品づくりと新聞広告に血まなこで,量販店さながらの販売合戦を繰り広げて
いる。
品質均一の工業製品ですら薄利多売の時代は終わったのだo　いわんや,ふたを開けなければわ
からないサービス業の商品であるo 「安かろう,悪かろう」から何が生まれようかo　もうこりご
りという不信が生まれこそすれ,また釆ようという需要喚起にはならないO安売り合戦は企業収
益の充実をもたらしはしないのだ。
そろそろ自縄自縛の民から抜け出そう。市場の寡占という夢から目覚めなくてはならない。市
場の3割を制したところで仕入れは有利にはならない。他産業の先例を見るまでもないだろう。
数量の追求は何をもたらしたのか.よくよくふり返ってみる必要があるニ
▼もちろん数こそ少ないものの,収益性の高い安定的な企業経営をしている旅行会社もある。
観樵の経営を排し,質の経営に徹している中堅どころだ。ここはいつもPDCAサイクルを回し
て.質の追求と顧客管理を怠らず,優良顧客の満足と信頼を獲得しているo
本番にかかれた旅行企画者のモデルこそ,実はこうした会社の中核社員ではなかろうか。本来
の企画者とはこうした企業規模と企業理念があって初めて実践可能となるのだろう。
"Small is Beautiful"という言葉がかつて一世を風摩した:,その真意を今こそ反叙してみようで
はないか。
行き届いたサービス.旅行中の笑顔と和やかな談笑,もう　一度行ってみたいと思える商品内
容,顧客の信頼-これこそが旅行商品の醍醐味だろう。
旅行企画者へのアドバイス,入門書と見せかけて.実は本番の真の狙いは経営者に対する辛口
の批判であり鋭い警鐘なのである。
